








１）文章や絵を用意します。

２）パソコン上で文章と図を

　 組み合わせ完成後、大型

　 プリンターで印刷します。

３）印刷した用紙をパネルに

　 手作業で貼ります。

４）展示場に設置します。写真は、2011年3月博物館フォーラムと同時開催された展示

きやすい位置となっています。展示パネル

もリニューアルし、廊下壁面にピクチャー

レールを新たに設置して展示しています。

この階には九州大学全学共通で利用する

第一会議室や第１０講義室、鉱石資料を収

蔵した工学部列品室などがあり、人目に付

　これまで常設展示室で展示していた九州

大学所蔵標本の紹介パネルを、常設展示室

と同じ階の廊下で行うことになりました。

　「展示パネル」は、見る人の展示物への理

解を深め、また展示会場の雰囲気を作り上

げる重要なアイテムです。総合研究博物館

では、年間100枚以上の展示パネルのほぼ

すべてを自作しています。

　パネルの内容は、見る人に見やすく、正

確で簡潔に内容を伝えるために、本博物館

教職員はもちろん、九州大学教員、学生、デ

ザイナー等、協力いただいています。時には、

キャラクターのデザインなども行います。

内容とレイアウトを打ち合わせた後、文章、

図表、写真や絵をパソコン上で組み合わせ、

文字の大きさを決め、ルビ（ふりがな）を打

ち、パネルとして作り込んでゆきます。

　展示パネルは離れてもよく見えるよう

にA3以上の大きさに印刷することが多く、

通常の事務用プリンターでは印刷できな

いため、専用の大型プリンターが必要に

なります。大型プリンターは博物館設立

当時から大活躍し、立て看板用の印刷物

や、5ｍを超える横断幕なども印刷するこ

とができます。

　印刷の終わった用紙は、しわが寄らない

ように気をつけながら、のりのついた発泡

スチロールボードに貼り付け、余白を切り

取って、板状の「展示パネル」に加工します。

イーゼルや掲示板に設置して完成です。

大学博物館では、公立・私立の博物館と同じような業務や、大学博物館ならではの業務があります。

前回からシリーズで、大学博物館のお仕事紹介をしています。

次号予告： 「標本・資料の収集・管理その2」をお送りします。

展示パネル作り
福原 美恵子 総合研究博物館・研究支援推進員

展示・教育普及その１：

旧工学部本館３階廊下でのパネル展示
中牟田 義博 一次資料研究系・准教授
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ホームページ：http://www.c-able.ne.jp/̃naganobo/より

復元した竪型炉による銅製錬実験の様子 炉底に残った金属塊。温度が高すぎて大量

の金属鉄（白色）が生じている。赤色の部分

が銅で黒色は木炭。

からみ口から流れ出す製錬滓

実験」は、平成23年10月30日（日）、「第４

回銅山まつり」のメインイベントとして、

朝8:30から始まります。

　長登銅山は、日本最古の銅山跡と言われ

ています。長登銅山文化交流館には、発掘

調査で出土した土器や鉱石、木簡等が展

示されています。今年の「古代銅製錬復元

長登銅山文化交流館 月曜休館日／9:00‒17:00／大人300円、小中学生150円

山口県美祢市美東町長登610番／ Tel 08396-2-0055 ／ Fax 08396-2-0055

スラグは製錬反応の進行に伴い、定期的

に炉底上部の“からみ口“と呼ばれる排

出口から炉外に流出させます（写真中）。

　銅製錬が成功するかどうかは、いかに

サラサラの粘性の低いスラグを作り、銅

分との分離を上手く行うかにかかって

います。その為には鉱石の組成を予め分

析しておき、適宜鉄分を加える等スラグ

の組成を一定の範囲に保つ必要があり

ます。また、温度を上げすぎると鉄の還

元反応が起こり、炉内に金属鉄が大量に

生じるので温度調節も重要です（写真

右）。理屈は分かっていても実際の製錬

反応を制御するためには経験が必要で

あり、2009年の製錬実験でようやくまと

まった量の銅塊を得る事ができました。

　長登銅山では2009年に長登銅山文

化交流館がオープンし、発掘調査の成果

や、銅製錬関連の遺物、製錬実験の生成

物等に最新の研究成果を加え、古代の銅

生産技術についてわかりやすく展示し

ています。

　この研究は、奈良時代の古代銅製錬に

挑むものとして、ここ数年継続してきて

いる研究です。

　山口県美祢市美東町に位置する長登銅

山は、聖武天皇による奈良の大仏建立の

際に使用された銅の供給地として知られ

ています。2003年には「長登銅山跡」と

して国指定史跡となりました。

　秋吉台石灰岩の東の端に位置する長登

では、貫入した花の山花崗岩が石灰岩と

反応し“スカルン鉱床”と呼ばれる接触交

代鉱床を生じています。古代の銅鉱石は、

初成の黄銅鉱が風化して生じる孔雀石

（炭酸銅）や褐鉄鉱（水酸化鉄）を主体とす

る酸化銅鉱であり、現在も榧ヶ葉（かやが

は）山の山頂付近の北側斜面で採取する

事ができます。

　美東町では、2001年より教育委員会

と地元の有志により竪型炉を用いた古代

銅製錬復元実験を年に一回行ってきまし

た。原料はチリから輸入した酸化銅鉱や

榧ヶ葉山で採取した含銅褐鉄鉱を粉砕し

たものを団子状に固め、燃料は木炭を使

用します。送風はたたら製鉄を模した足

踏みフイゴを６人掛かりで踏み、銅製錬

に必要な1250度の温度を達成します

（写真左）。銅原料の孔雀石は木炭から生

じた一酸化炭素により還元されて金属銅

となり炉の底に溜まります。鉱石中の鉄

分は酸化鉄（ウスタイト）炉壁の珪酸分と

反応して鉄かんらん石（ファヤライト）に

なり製錬滓（スラグ）として溶融します。 （基盤研究C、平成21年度～平成23年度）

長登銅山文化交流館

 No15から始まった研究紹介シリーズでは、まずは科研費による研究を紹介しています。

「生産遺跡における製錬スラグの科学的分析と体系化に関する研究」
科学研究費補助金による研究：その３

研究代表者：中西 哲也 専門：鉱床学
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研究所内にあるゲストハウスの食事。なか

なかおいしかったですが、滞在中、ほとんど

メニューが変わりません。初回の渡航は11

月の祭り（ビフー）に重なり、その日は五穀

豊穣を願う祭り食が出ました。

※適応放散とは、厳密には、あるひとつの生物群が、他の生物群

に利用されていない生息環境に適応しながら、様々な群にくり

かえし分化することをいいます。

荷物運びで車道を歩くゾウ。インドといえば

ゾウ。国立公園の林の中には、座布団ぐらいの

大きさのゾウのふんがたくさんありました。

とはいえ、このように歩いているゾウは、思っ

ていたほど見かけませんでした。

コナラ属の一種に作られたタマバチのゴー

ル。このゴールの発見シーンは、2011年1月

発行「九大広報」で、共同研究者である阿部

芳久先生（比文）と大学院生の井手達也君へ

のインタビュー記事に掲載されています。

　虫こぶ（ゴール）は、昆虫が植物を操作

して作る、本来その植物ではみられない

形をした、昆虫のための「棲み家（すみか）」で

す。ゴールを作る昆虫の代表的なものに、

タマバエ類やタマバチ類があります。こ

れらゴール形成昆虫は多様性が高く、そ

れが適応放散（※）によるものでないかと

考えられてきています。

　これまでゴール形成昆虫の適応放散に

ついては、昆虫がゴール形成性を獲得す

る事によって、より過酷な環境（＝乾燥地

帯）へ進出・適応できるようになったさい

生じたのであろうと考えられてきました。

しかしそのもとになっている研究は、新

大陸などの中緯度乾燥地帯での研究がほ

とんどです。湯川教授（現九州大学名誉教

授）を中心とするこれまでの研究からは、

アジアの熱帯雨林や季節林などの湿潤な

地域では、新大陸の乾燥地帯などと比べ

て相対的に、ゴール形成昆虫のより高次

の分類群（属や科、目）の多様性が高いと

いうデータを得ており（Yukawa et al. 

2001）、中緯度乾燥地帯とアジアの比較

的湿潤な地域という２つの異なる環境に

おいては、それぞれ異なる適応放散メカ

ニズムによってゴール形成昆虫が多様化

したのではないかと考えられます。

上の困難により、当初の予定に反して、こ

れまで実施してきた３回の渡航調査で採

集した標本はいまだ日本へ持ち出すこと

ができずに、インド現地での分析を余儀

なくされています。この３年間で、タマバ

エ・タマバチのいずれでも多数の新種が

見いだされていますが、全てを記載し、寄

主植物を含めたDNA解析を完了するに

は、まだまだ時間がかかりそうです。

　アッサム地方自体は、山間部を省けば、

比較的治安はよいところです。十数年程

前までは、見知らぬ旅人が家に訪れてき

ても泊めさせてあげるような、牧歌的な

ところだったそうです。中国やミャンマ

ーとの国境が近いこともあり、われわれ

日本人と見まがうようなアジア系の容姿

の人たちが多く、いかにもインド人らし

い容姿の人たちと混在しています。食材、

特に野菜類はあまり日本かわるところが

なく、カレー味も比較的マイルドでした。

　そこでこの研究では、アジアの比較的

湿潤な地域でどのような適応放散のメカ

ニズムが考えられるかを明らかにするた

め、アジアに広く分布する常緑樹に注目

し、ゴール形成昆虫が適応放散したと考

えられる特定植物種群を中心に、まずは

タマバエ類・タマバチ類の昆虫相、および、

寄主植物とその近縁種群の植物相を明ら

かにすることを目的としています。調査

は、常緑樹の分布域の西端域にあたり、か

つ、これまで研究事例がほとんどない、イ

ンドのアッサム地方から始めています。

　インドは生物多様性保全に関する意識

が非常に高く、とてもしっかりした（つま

り厳しい）国内法を整備しています。イン

ド国内では、インド側の研究者の同伴な

しには生物の採集ができないことになっ

ていますので、この調査も、アッサム地方

にある「北東科学技術研究所（NEIST）」

という国立研究機関との共同研究によっ

て実施しています。それでも様々な制度 （基盤B海外学術研究　平成21年度～平成23年度）

次号予告： 次号では、その５で三島准教授の骨格標本デジタル化研究、その６で舟橋助教の抜歯儀礼に関する研究をご紹介します。

「常緑照葉樹を寄主とするゴール形成昆虫（タマバエ類・タマバチ類）の適応放散の起源」
科学研究費補助金による研究：その４

研究代表者： 三島 美佐子 専門：植物系統学
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